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１. 四半期財務情報の作成等に係る事項

   ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　無

   ②最近連結会計年度から会計処理の方法の変更の有無 ：　有

　　　　固定資産の減損に係る会計基準の適用

　　　　セグメンテーション及び営業費用の配賦方法の変更

   ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　有

　　　　連結（新規）　-　社　（除外）　-　社　　持分法（新規）　　-　社　（除外）　　2　社

    　　連結子会社数  38　社   持分法適用非連結子会社数　0　社   持分法適用関連会社数　4　社

２. 18年  3月期第3四半期財務・業績の概況（平成 17年 4月 1日 ～ 平成 17年 12月 31日）

(1)連結経営成績（連結）の進捗状況

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年 3月期第3四半期 129,037 22.7 8,143 69.9 7,289 133.2 3,050 �

17年 3月期第3四半期 105,170 △ 6.8 4,792 - 3,125 - 2,606 -

（参考）17年  3月期 147,237 7,383 5,176 2,257

　　　　　　　　　円 　　銭 　　　　　　　　　円 　　銭

18年 3月期第3四半期 7.54 7.01

17年 3月期第3四半期 6.45 5.72

（参考）17年  3月期

　　金属部門の売上高は355億69百万円で、電気銅相場の高騰により大幅な増収となりました。電子化成品部門は売

　上高159億59百万円で増収となりましたが、不動産部門は昨年３月に賃貸オフィスビルを売却したため減収となり、

é両 ほ 門ば　金属部約幾媒の高9

営  業  利  益売    上    高

　１株当たり四半期
（当期）純利益

１株当たり四半期
（当期）純利益

　　　 潜在株式調整後　

経  常  利  益
　四半期（当　期）
純　　利　　益

(単位：百万円未満切捨）

  



(2)財政状態（連結）の変動状況

       　総  資  産        株主資本比率 　１株当たり株主資本







(単位：百万円）

（資本剰余金の部）

Ⅰ 資本剰余金期首残高 29,534 -          29,534

Ⅱ 資本剰余金減少高

29,534 29,534 -          -          29,534 29,534

Ⅲ 資本剰余金期末残高 -          -          -          

（利益剰余金の部）

Ⅰ 利益剰余金期首残高 △ 50,390 △ 2,871 △ 50,390

Ⅱ 利益剰余金増加高

29,534 -          29,534

1,447 102 15,735

2,606 33,588 3,050 3,153 2,257 47,527

Ⅲ 利益剰余金減少高

8 8 6 6 8 8

Ⅳ 利益剰余金四半期末

（期末）残高 △ 16,810 274 △ 2,871

金　　　　額金　　　　額

当第３四半期連結会計期間

 自　平成17年４月１日

 至　平成17年12月31日

１．資本準備金取崩額

１．役員賞与

３. 四半期（当期）純利益

２．土地再評価差額金取崩額金　　　　額

１．資本準備金取崩額第 ず 四 半 期 期連期益期 期

 至　平成17 2月31日

 至　平成‒7年12月31濡
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（ 要 約 ） 第 ３ 四 半 期 連 結 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期（当期）純損益（損失：△） 6,058                     4,199                     
減価償却費 1,896                     3,026                     
減損損失 301                       －                      
貸倒引当金の増減額（減少：△） 185                       －                      

185








